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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月14日(2018.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陽電子放射断層撮影（ＰＥＴ）イメージングにおける１つ又は複数の欠落画素を補償す
るためのシステムであって、
　　対象者の標的ボリュームを表すＰＥＴデータを受信することであって、前記ＰＥＴデ
ータは１つ又は複数の欠落画素についてデータが欠落している、前記ＰＥＴデータを受信
すること、及び
　　受信される前記ＰＥＴデータから前記欠落画素のＰＥＴデータを推定すること
　を行う画素補償プロセッサを含む、
　システムにおいて、
　前記受信されるＰＥＴデータが各リスト項目における同時事象を表すリストモードデー
タであるか、又は
　前記受信されるＰＥＴデータが同時事象から生成されるサイノグラムデータである
　ことを特徴とする、システム。
【請求項２】
　前記画素補償プロセッサが、
　近傍画素のＰＥＴデータを複製すること、及び
　複製ＰＥＴデータ内の前記近傍画素の位置を前記欠落画素の位置と置き換えること
　によって前記欠落画素の１つに対するに対する前記ＰＥＴデータを推定する、請求項１
に記載のシステム。
【請求項３】
　前記受信されるＰＥＴデータが各リスト項目における同時事象を表すリストモードデー
タであり、前記複製ＰＥＴデータは前記受信されるＰＥＴデータのリスト項目である、請
求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記画素補償プロセッサが、
　前記欠落画素の近くにあり、前記受信されるＰＥＴデータ内に含まれる画素のＰＥＴデ
ータの部分集合を確率的に選択すること、
　選択されたＰＥＴデータの部分集合を複製し又は加重結合すること、及び
　複製され又は加重結合されたＰＥＴデータ内の前記近傍画素の位置を前記欠落画素の位
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置と置き換えること
　によって前記欠落画素の１つに対する前記ＰＥＴデータを推定する、請求項１乃至３の
何れか一項に記載のシステム。
【請求項５】
　前記受信されるＰＥＴデータがサイノグラムデータであり、前記画素補償プロセッサが
、前記サイノグラム領域内の前記欠落画素の前記ＰＥＴデータを推定する、請求項１乃至
４の何れか一項に記載のシステム。
【請求項６】
　前記サイノグラム領域が飛行時間（ＴｏＦ）のディメンションを含む、請求項５に記載
のシステム。
【請求項７】
　前記画素補償プロセッサが、
　前記欠落画素に関連する前記サイノグラム領域内の各離散位置の値を近くの位置の値か
ら補間すること
　によって前記欠落画素の１つに対する前記ＰＥＴデータを推定する、請求項１乃至６の
何れか一項に記載のシステム。
【請求項８】
　陽電子放射断層撮影（ＰＥＴ）イメージングにおける１つ又は複数の欠落画素を補償す
るための方法であって、前記方法は、
　対象者の標的ボリュームを表すＰＥＴデータを受信するステップであって、前記ＰＥＴ
データは１つ又は複数の欠落画素についてデータが欠落している、前記ＰＥＴデータを受
信するステップと、
　受信される前記ＰＥＴデータから前記欠落画素のＰＥＴデータを推定するステップと
　を含む、方法において、
　前記受信されるＰＥＴデータが各リスト項目における同時事象を表すリストモードデー
タであるか、又は
　前記受信されるＰＥＴデータが同時事象から生成されるサイノグラムデータである
　ことを特徴とする、方法。
【請求項９】
　前記推定するステップが、
　前記欠落画素の１つの近傍画素のＰＥＴデータを複製するステップと、
　複製ＰＥＴデータ内の前記近傍画素の位置を前記欠落画素の位置と置き換えるステップ
と
　を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記受信されるＰＥＴデータが各リスト項目における同時事象を表すリストモードデー
タであり、前記複製ＰＥＴデータは前記受信されるＰＥＴデータのリスト項目である、請
求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記推定するステップが、
　前記欠落画素の１つの近くにあり、前記受信されるＰＥＴデータ内に含まれる画素のＰ
ＥＴデータの部分集合を確率的に選択するステップと、
　選択されたＰＥＴデータの部分集合を複製し又は加重結合するステップと、
　複製ＰＥＴデータ内の前記近傍画素の位置を前記欠落画素の位置と置き換えるステップ
と
　を含む、請求項８乃至１０の何れか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記受信されるＰＥＴデータがサイノグラムデータであり、前記方法が、
　前記サイノグラム領域内の前記欠落画素の前記ＰＥＴデータを推定するステップ
　を更に含む、請求項８乃至１１の何れか一項に記載の方法。
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【請求項１３】
　前記サイノグラム領域が飛行時間（ＴｏＦ）のディメンションを含む、請求項１２に記
載の方法。
【請求項１４】
　前記推定するステップが、
　前記欠落画素に関連する前記サイノグラム領域内の各離散位置の値を近くの位置の値か
ら補間するステップ
　を含む、請求項８乃至１３の何れか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　請求項８乃至１４の何れか一項に記載の方法を実行するようにプログラムされているこ
とを特徴とする、少なくとも１個のプロセッサ。
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